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ブラジルの地質と力一ボナタイト鉱床
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はじめに

カｰボナタイト(Ca.b.n.tit｡)は比較的新らしく定

義された岩石名で方解石ドロマイトアンケライト

を主成分鉱物とするマグマ源(火成源)の炭酸塩岩であ

る.

カｰボナタイトの命名はノルウェｰ･フェン地域を

研究したBR6GGER(1921)による.その後1960年贋

までの間成因についての多くの議論が行われた(例え

ばBOW酬1924).すなわち石灰岩の交代説同化

説再生説などがその主なものである.しかし

1960年代に入ってからCaO-CO･を含む系に関する実験

研究が盛んとなり(例えばWYLLIEandTUTTLE1960)

カｰボナタイトマグマの存在の可静性が認識されるよう

になって来た.ちょうど同じ墳有名な東アフリカ地溝

帯(リフト･バレｰ)中の01doinyo-Lengai火山(タンザ

ニア)から多量の炭酸塩マグマが噴出したことにより

カｰボナタイト･マグマの実在が広く認められるに至っ

た(諏訪1981).

カｰボナタイトの岩体は世界で500箇所以上知ら

れている･同時に鉱物資源を伴うものの多いことか

ら鉱床としての価値も急速に高まって来た.カｰボ

ナタイトはアルカリ岩と密接に伴いかつ多種多様な

鉱物資源を含んでいる.これまでにニオブレア･

アｰスチタン燐ウラントリウム鋼ジルコン

狂とが開発されているほかセメント原料として方解石

及び軽量骨材用としてバｰミキュライト(蛭石)が採掘

されている(第1図及び第1表).それらのうちでニオ

ブとレア･アｰスは非常に重要なレア･メタノレ資源とし

て近代産業とくに電子機械製鋼産業にとって欠く

ことのでき放い素材になっている･

第1図にはカｰボナタイトが世界のどのような地域に

写真1DNPM(ブラジル鉱山動力省鉱産局)リオデジャネイ
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第1図

世界のカｰボナタイト分布

図
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ブラシノレの地質とカｰボナタイト鉱床
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策1表カｰボナタイト鉱山及び生産量

鉱山

パラボラ

ク

ド

ス

ト

オ

セ

マ

ン

ウ

ノバｰ

ロワ

グル

ロロ

カ

トオノｰレ

ンテンバス

ウィルソンスプリングス

ジャクビランガ

ジヤキア

アラシャ

タピラ

カタ1コ

ガタロ

アンバドンガｰ

コブドｰル

二;}

州(地方)･国

トランスバｰル･南ア

トランスバｰル･南ア

ジンバフェ

ウガンダ

ウガンダ

ケベック･カナダ

ケベック･カナダ

カリフォルニア･米国

アｰガシサス･米国

サンパウロ･ブラジル

サンパウロ･ブラジル

ミナスジェライス･ブラジル

ミナスジェライス･ブラジル

ミナスジェライス･ブラジル

ミナスジェライス･ブラジル

グジャラット･インド

コラ半島･ソ連

鉱物･鉱石

燐灰石

磁鉄鉱

バデレアイト(ジルコン)

ウラン鉱

銅鉱

金･銀･白金族

ひる

;燐灰

｣燐灰

1燐灰

石灰

燐灰

石灰

石

石

石

石

石

石

石

パイロクロア(ニオブ)

パイロクロア(ニオブ)

バストネサイト(レア･アｰス)

バナジウム

燐灰石

石灰石

燐灰石

パイロクロア(ニオブ)

アナタｰゼ(チタン)

パイロクロア(ニオブ)

燐灰石

蛍石

磁鉄鉱

燐灰石

バデレアイト(ジルコン)

ひる石

生産量(t)
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操業中止(1976)
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1984から操業予定
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註;a)1980年精鉱生産量

b)1978年精鉱生産量

e)!983年推定精鉱生産量

無印1975年精鉱生産量

分布しているかを示したものである.この図からわか

るようにカｰボナタイトはアルプス造山帯や環太平

洋造山帯地域などの新しい地質時代の摺曲帯中には分布

せずむしろ古い地質時代(例えばプレカンブリア時代)

の厚い大陸地殻をもつクラトン中あるいはその縁辺部

に主として産出している･最も多くのカｰボナタイト

が分布する地域としてアフリカ東部から南部にかけて

発達する東アフリカ地溝帯をあけることができる(立見

ユ975武内1981)｡次いでカナダ北東部及びブラジル

南部においても集中的に分布する.これらの地域か

ら世界のニオブ生産量の95%が産出されている.ま

たチタン燐なども開発されている.

このほかイア･アｰスを豊富に含む大規模鉱床とし

てマウンテン･パス鉱床(米国カリフォルニア州)及び

最近とみに注目されてきた白雲劉博(P.iYmOpo又は

BaiYmObo中国内蒙古)カミありこれら2鉱床から世

界のレア･アｰスの65-70%が生産されている.

1984年10月号

写真2サンパウロの西モホドセロｰテカｰボナイト鉱床

調査打合せ(鉱山勘カ省サンパウロ支所のスタッフ),�
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第2表ブラジルにおける主要造構輪廻
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第2図南米大陸の構造概要図(ALMEIDAeta1･,1981)

1:アンデス造山帯2:パタゴニア卓状地3:

南アメリカ卓状地;a1顕生界,b:プレカンブリ

ア界,1:ガイアナ楯状地,皿:中央ブラジル楯状

地,皿:アトランティック楯状地

1.地質概要

ブラジルは南米大陸の東部に位置し大陸面積の約40

%を占めており日本の約20倍もの広大さをもっている･

この南米大陸は大平洋側のアンデス造山帯と大西洋側

のプラットフォｰム(卓状地)とによって特徴づけられる

(第2図)･

アンデス造山帯は中生代以降の構造運動によって隆起

しその中軸部は著るしい変形と火成作用を伴っている.

これに対し南米プラットフォｰムは主としてプレカン

ブリア時代の基盤岩類と古生代以降の大陸内及び大陸縁

べ一スンの堆積物から構成されている.

南米プラットフォｰムは北西から南東に向って配列す

るガイアナ楯状地中央ブラジル楯状地及びアトランテ

ィック楯状地から成っている･これらの楯状地はもと

もとアフリカ大陸の西側とつなカ主っていたもので両大

陸間には多くの地質学上の共通点が認められている.

このプラットフォｰムにおける主要な変動は始生代か

ら原生代にかけての数回の構造輪廻である.すなわち

始生代中期のグリエンセ輪廻(30～34億年)始生代後期

のジャキエ輪廻(27土1億年)原生代前期のトランスア

マゾニアン輪廻(20±2億年)同中期のウルアズアン輪

廻(11～15億年)及び原生代後期から古生代カンブリア紀

にかけて起ったブラジリアン輪廻(5.7～11億年)である

(第2表)･

古生代以後ではジュラ紀後期から始まったゴンドワナ

大陸分裂による大陸移動以外変動らしい変動のない極

めて安定した地域であると言える.

本稿で主として述べるブラジル南部地域には超塩基

性岩を伴う古い変成岩類から成る基盤岩カミ広く分布して

いるがそれらから得られている放射年代はその後の

構造輪廻による地殻の若返りで上部原生代から下部カ

ンブリア紀の範囲を示すものが非常に多い.

ブラジルにおける基盤岩類に関する年代測定の研究は

1960年代の後半より行われるようになったもので測定

数が充分でないため始生代層序が確立しているとは言

えない.これまでに確認された始生代マシフは主とし

てアマゾントカンティンス及びサンフランシスコ構造

区内に存在する･それらは主に苦鉄質～超苦鉄質岩

グラニュライト緑色岩片麻岩～花南岩から成ってい

る地質単元である.その中でゴイアス州に分布する

苦鉄質～超苦鉄質岩体のあるものは40億年という非常に

古い地質年代を示す(WERNIcK1981)･またサンフ

ランシスコ構造区にも緑色岩帯があり始生代後期と考

えられている.この緑色岩帯はブラシノレで最も重要た

金鉱床を胚胎している.さらにこの地域にはイタビ

ライトと称される著名な鉄鉱層を賦存する地質単元があ

るが本属は緑色岩帯の上位に発達する下部原生代の雲

母片岩千枚岩珪岩ドロマイト変礫岩から成るゴ

イアス累層群中に胚胎している一マンティケイラ構造

区の中心部を構成する変成岩類も始生代と思われるが

年代測定結果は原生代後期～古生代前期(10～5億年)を

示ナものがほとんどである･

地質ニュｰス362号�
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(6)ボルボレマ構造区.ブラジル東部に位置しブ

ラジリアン輪廻の摺曲を最も強烈に受けまた多く

の大規模断層によるモザイク化が著しくSyntect-

OniC花商岩類が卓越する.

(7)アマゾナス構造区.前期シノレル紀に始まった海

進によって生じたアマゾナス･べ一スンに相当する.

(8)パラナイバ構造区.東部に位置し前期シノレル

紀の海成層にはじまり陸成層をしばしば伴うピア

ウイｰパラノン･べ一スンにほぼ相当する.

(9)パラナ構造区.ブラジル南部に位置する堆積べ

一スンであり後期ジュラ紀～前期白亜紀の膨大な

ソレイアイト質玄武岩の噴出で特徴づけられる(第

3表)･

(1◎沿岸構造区.ブラシノレの大西洋岸に沿って発達

する中生代以降の堆積べ一スンである･

㌵�

第3図ブラジルの地質構造区分(ALMEIDAeta1.,1981).

1:リオブランコ2:タパジョス3:サンフランシス

コ4=:トカンティンス5:マンティケイラ6:ボル

ボレマ7:アマゾニア8:パラナイバ9:パライバ

10:沿岸区および大陸縁

2.地質構造区

ブラジルの地質構造区はクラトンを構成するもの及び

古生代以後の内陸堆積べ一スンならびに中生代以降の沿

海堆積べ一スンに大別される.ALMEIDAeta1(1981)

は以下の!0構造区に分けている(第3図)･

(1)リオブランコ構造区･ブラジル北部に位置し

ガイアナ楯状地の南半部を占め主としてトランス

アマゾニアン輪廻の変成岩類から成る､

(2)タパジョス構造区･ブラジル中央部に位置し

主として中央ブラジル楯状地を構成する変成岩から

成り顕生代までには完全にクラトン化した･

(3)サンフランシスコ構造区･ブラジル東部にあっ

てアトランティック楯状地の主要部をなしブラ

ジリアン輪廻において著るしい霧響を受けた.

(4)トカンティンス構造区ブラシノレ中部から南部に

わたる地域を占める構造区中央部は始生代の基盤

岩類がその東西両側には原生代の摺山帯がそれぞ

れ発達する(第3表)｡

(5)マンティケイラ構造区.ブラジル南部大西洋岸

に沿う構造区で始生代と原生代の岩石から成るが

ブラジリアン輪廻の影響を強く受け地殻の若返り

の著るしい地域である(第3表).

1984年10月号

3.ブラジル南部の地質

ブラジル南部は南緯!6｡付近から南の地域を指しバ

イア州南部ゴイアス州南部ミナスジェライスマト

グロッソエスピリトサントリオデジャネイロサン

パウロパラナサンタカタリナリオグランデドスル

の各州から成る･地質構造区上ではサンフランシスコ

トカンティンスマンティケイラパラナ及び沿岸の各

区に相当する地域である(第4図).

これらの地質構造区のうち始生代と考えられる古い

地質単元はサンフランシスコ及びトカンティンス構造

区で確認されている･トカンティンス区の中央部を構

成するゴイアスマシフには26億年以前の片麻岩グラニ

ュライト苦鉄質～超苦鉄質岩緑色岩などが発達しそ

の中の苦鉄質～超苦鉄質複合岩体から30億年以上を示す

ブラジル最古の岩石カミ見出されている･この複合岩体

の生成に関してはFLESHERandROUTHIER(1970)の

スティルウォｰタｰ類似の層状分化説あるいはGIRARDI

(1974)の造山期と同時のアルハインタイプ説などが挺出

されている.またC0RDANIandHAsUI(1975)はこ

の複合岩体が地球創生時の原始地殻で40億年前におけ

るマントルの分化物であろうと述べている.

大西洋岸に沿うマンティケイラ構造区の中核をなすグ

ラニュライトベルトはジャキエ複合岩体から南～南西

方に延びるが南西側はパラナ堆積べ一スンを構成する

上部古生代以降の堆積物によって覆われる･グラニュ

ライト中ではごく稀に31億年を示す岩石があるものの大

半は5～10億年を示している.これはブラジリアン輪

廻における地殻の若返り(･･juV･natiOn)が進行したもの

と考えられる(例完はWERNIK1981)･�
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ブラジル南部の層序

第3表

ノく�ラ�ナ�区�ト�カ�ン�テ�イ�シス区�マンティケイラ区

累代�代�紀�年代�������

(10周年)����������

第�完世���������

新�河床､湖成､海成堆積物;砂､泥､シルト�河床堆積物�河床､海成､風成堆積物�������

新�四�O.01��������

紀�更世���������

新�砂･粘土堆積物�砂岩､シルト岩､粘土岩��������

�������

生�第�新��������

肇�砂岩､粘土､砂層岩､ラテライト�砕暦性堆積物､ラテライト�頁岩､粘土岩､砂岩�������

二����������

代�一一]�紀�礫岩､粘土岩�������

顕�22.5���������

紀�古三���������

第紀�砂岩､礫岩�アルカリ岩､力一ボナタイト､�石灰岩�������

65�キンバｰライト���������

白紀�白紀�砂岩､粘土､シルト岩､礫岩�アルカリ岩類､カｰボナタイト､�アルカリ岩������

中�.亜�Iアルカリ岩､カｰボナタイト､ソレイアイト玄武岩､砂岩､酸性火山岩､輝緑岩シル･岩脈�キンバｰライト�アルカリ岩､カｰボナタイト������

�������

一ジフ�砂岩�アルカリ岩､力一ボナタイト��������

生�ユ紀���������

代�195���������

生�三紀宙�砂岩､シルト岩､頁岩､泥頁､礫岩�アルカリ岩類�������

宜����������

㈳������

]]田����������

宜�砂岩､シルト岩､泥岩､渥青質頁岩､石灰岩､チャｰト���������

紀����������

280�シルト岩､頁岩､砂岩､石炭層���������

石紀山�砂岩､シルト岩､アルコｰス､礫岩､ダイアミクタイト､���������

古����������

灰�頁岩､氷結粘土岩､漂礫岩���������

㌴������

テ'ン����������

ボ紀�シルト岩､頁岩､砂岩���������

代�生�395�砂岩､礫岩､シルト岩�������

シル����������

ル紀����������

�������

オビ����������

代�ノレス�礫岩､砂岩､シルト岩､安山岩��������

ド紀�花商岩類���������

�〉�����

カリ����������

シア�礫岩､砂岩､シルト岩互層�粘板岩､変シルト岩､砂岩�礫岩､アルコｰス､シルト岩､�������

ブ紀�中性～塩基性火山岩�花商岩類�粘土岩､酸性～中性火山岩�������

570�.花商岩類���������

片麻岩質閃長岩�礫岩､イクヒンブライト､安山岩���������
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人山性堆積岩系;変苦鉄質～超苦鉄質岩､千枚岩､

泥質･石英長石質片岩､変礫岩､変アルコｰス､礫質千

枚岩､大理石“変チャｰト､酸性～中性変火山岩類

片麻岩､ミグマタイト､グラニュライト､角閃岩､花闇

岩類､シリマナ之ト片麻岩､メタベｰサイト､超苦鉄

質岩､カルクｰシリケイト岩､大理石､鉄鉱層､珪岩､

斜長石

珪岩､ドロマイト､粘板岩､礫岩

ペグマタイト質花南岩

アルカリ岩

珪岩､千枚岩､片岩､緑泥石片岩､変アルコｰス､

変グレイワッケ､変礫岩､石灰質片岩､大理石､

石墨一赤鉄鉱千枚岩､酸性､中性､塩基性変火山

岩､変苦鉄質一超苦鉄質岩

珪岩､白雲母･黒雲母片岩､ザクロ石一十字石一

藍晶石片岩､大理石､石灰質片岩､石墨片岩､角

閃岩､片麻岩､変越苦鉄質岩

化岡石

火山性堆積岩系;変玄武岩､変安山岩､酸性凝灰岩

変礫岩､変シルト岩､千枚岩､アルコｰス､オンコｰ

ツァイト

片麻岩､雲母片岩､石墨質片岩

変玄武岩､変安山岩､酸1生変火山岩､珪岩､

変チャｰト斑板岩一斜長石コンプ

レックス

白雲母一石英片岩､千枚岩､珪岩､ドロマイト､

イタビライト､含黄鉄鉱変礫岩

苦鉄質一超苦鉄質岩

コンプレックス

花商岩類､ミグマ

グラニュライト･グラニュライト質タイト

苦鉄質～超苦鉄質岩

火山性堆積岩系≡酸性一中性一基性､超苦鉄質岩

変火山岩類､千枚岩､石墨片岩､鉄鉱層､変チャｰト､

珪岩､大理石､コマチアイト(Greenstonebelt)

花闇岩三片麻岩一ミグマタイトコンプレックス､斜長石

珪岩､変グレイワッケ､変アルコｰス､石灰岩､変礫岩､

石墨質変シルト岩､千枚岩､片岩

珪岩､ザクロ石片岩､片麻岩､レプティナイト､角閃岩､

超塩基性岩､ミグマタイト

片麻岩､珪岩､大理石､カルクｰシリケイト岩､ゴンダ

イト､片岩､角閃岩､超塩基性岩類､グラニュライト

片麻岩､ミグマタイト､花南岩類､片岩､珪岩､大理石､

メタベｰサイト､カルクｰシリケイト岩､石灰質片岩､

角閃岩､レプタイト､タルク片岩､チャルノｰカイト

グラニュライト質片麻岩､ミグマタイト､エンゲルバ

イト､レプタイト､花筒岩類､メタベｰサイト､超塊

基性岩､斑板岩､ノｰライト､片岩､珪岩､カルクｰシ

リケイト岩､チャルノｰカイト
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[ニコ第四系麗麗前期原生界

[:コ第三系…始生界

[コ中生界

E…古生界

鯉後期原生粋

囮中期原生界

第4図ブラジル南部の地質図(DNPM,198!を簡略化).

口コァルカリ岩類(一部でヵ一ボ十イ/を伴う)

圧籔ブラジル輪廻の花榊頁

匝ウルアス輪廻の花陶岩類

臣ヨジェキェ輪廻の花㈱頁

固仁㌶鼠リｰブラジル輪廻に碍～働

Eヨ片麻状花鵬類(未区分)

サンフランシスコ構造区の最南端地域にも上部始生代

の火山岩一堆積岩複合体と塩基性～超塩基性岩(コマチァ

イトを伴う)から成る緑色岩ベノレドカミ発達している.

原生代には始生代の基盤岩マシフの周辺に多くの地

向斜が生じた.すなわちパラグアイｰアラガイア帯

ウノレアズアン帯ブラジリアン帯などでそれらは厚

い堆積物と火山岩類および苦鉄質～超苦鉄質岩とそれら

に貫入する花闇岩類から成る.そのうちミナス累層

地質ニュｰス362号�
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第5図

アルカリ岩分類図(SARNTsINAG.

�慮��之�������

A.STREcKEIsENにより一部修正).

灘は下部原生代(19-!6億年前)の地質単元であってベ

ロポリゾンデ市の南から東にかけて断続的に分布する変

成岩で主として泥質岩砂質岩珪質岩石灰質岩

及び鉄鉱層(イタビライト)から成っている.この鉄鉱

層は赤鉄鉱と磁鉄鉱を主としており埋蔵鉱量は高品位

鉱(品位60%F｡以上)だけでも100億トン以上にも達し

(BEURLEN･ndCAssEDANNE,1981)世界有数の鉄鉱石

及び金の産地として著名であって鉄鉱石は日本へも年

間2千万トン以上を輸出している･

原生代の地層は堆積後のウルアズアン変動及びブラ

ジリアン変動により一般に角閃岩相～緑色岩相の変成

作用を受けている｡

始生代マシフを中心として発達する原生代の地層の好

例としてゴイアス地域がある･すなわちゴイアスマシ

フは始生代の花開岩片麻岩ミグマタイト酸性～塩

基性～超塩基性火山岩類千枚岩石墨片岩珪岩コマ

チアイトから成る緑色岩ベルトとグラニュライト及び

塩基性～超塩基性複合岩から構成されNNE-SSW方向

に約650kmの延びを示す.その東側は中部原生代のアラ

ジャ層群トカンティンス層群などのウルアズアン帯に

西側はパラグアイｰアラガイア帯(エストロンド層群ほか)

によってそれぞれ覆われている.これらはいずれもウ

ルアズアン変動による変成作用を受けている･さらに

中部～上部原生代カナストア層群バンブイ層群などか

写真3ミナスジェライス州ベロポリゾンデ(州都)南東の

オｰロプレト(OuroPreto)の町並｡かつて金山

の町として大いに栄えた一

1984年10月号

写真4リオデジャネイロ南海岸の片麻岩類�
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ら成るブラジリアン槽曲帯に東西両側を広く覆われる.

花南岩類に代表される貫入岩はプレカンブリア時代全

般を通じて認められるが最も著るしい貫入活動はブラ

ジリアン輪廻の中～後期にかけて見られそれに伴って

錫タンタルタングステン及び貴石鉱床などを多数生

じている.これらは主としてミナスジェライス州に集

中して分布している.

プレカンブリア時代末にすでにクラトン化したブラ

ジル南部地域ではパラナ構造区においてオノレトピス

後期よりクラトン内堆積盆(Paranabasin)が現われはじ

め一部では海成層が堆積した.石炭紀に入ると隆起

陸化したことが内陸氷河の発達と氷結粘土岩氷礫岩の

形成によって証拠づけられている.

パラナ区は中生代ジュラ紀末からの大規模なソレイア

イト質玄武岩の噴出輝緑岩岩脈灘の貫入で特徴づけら

第6図

240M.A.ブラジル南部アルカリ岩体の年代ヒストグラム.

��剉���������獃�����

れる.この時期はゴンドワナ大陸の分裂開始時期に相

当し上部白亜紀までの間にアルカリ岩類の貫入･噴

出さらにカｰボナタイト及びキンバｰライトの貫入力…

パラナベｰスンの周辺部と大西洋岸に沿っておこった.

このほか白亜紀以降の堆積作用は内陸部及び沿岸

部にそれぞれ発達する.沿岸部の白亜紀～第四紀堆積

物は大陸分裂によって生じたリフト帯に沿って形成され

たものであり大西洋岸に沿って発達している.

4.アルカリ岩一力一ボナタイト複合岩体

アルカリ岩は日本列島のような島弧や地質的に若い造

山帯地域では稀である.したカミってわれわれにとっ

ては極めて馴染みが薄い･またアノレカリ岩の岩石名

は産出地名を冠したものが多くその数は400以上にも

写真5

ミナスジェライス州アラジャカｰボナイト鉱山付近の地形.

ユ0m～100mまで風化している.

ラテライト化が著じるしく地表下数

地質ニュｰス362号�
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達しかつその分類も明確でないため理解し難い.

ここに参考としてSARANTsINandSHINAREv(1967)

によるものを示すことにする(第5図)一

アルカリ岩類のうちブラジルに多産するものは閃長

岩霞石閃長岩アイヨライトションキナイトプラ

スカイトメルティシャイト輝岩シャクビランジャ

イトなどでありそれらと密接に伴ってダナイトウ

ェｰライトノ･ルツバｰシャイトなどの超塩基性岩類

が認められる.カｰボナタイトはアルカリ岩複合体

を貫いて円柱状岩脈状などの貫入岩体として産出す

る.主要なカｰボナタイトの産状については次の稿で

詳述する｡

第6図にK-Ar法による固結年代を示した.岩体

の大半はブラジル南部大西洋岸に沿ったNE-SW方向

(サンパウロｰリオデジャネイロベノレト)とNW-SE方向(ゴ

イアスｰ西ミナスジェライスベノレト)とに集中する･この

ほかパラグアイとブラジルの国境付近すなわちパ

ラナベｰスンの北側とブラシノレ北部のアマゾナスベ

ｰスンの周辺地域にも散在する.

これら複合岩体の貫入時期は原生代後期古生代後

期及び中生代ジュラ紀末から新生代漸新世にかけての3

クルｰプに分けられる.しかし大半は120～140MA

と40～90MAに集中する(第6図)｡そのうちで

カｰボナタイトを伴う複合岩体は10数箇所に知られてお

り主としてパラナベｰスンの周辺に限って産出する.

これらの複合岩体の貫入時期は主としてK-Ar年代測定

によって明らかにされたものである.120～140MA

の時期はちょうどゴンドワナ大陸の分裂時に相当する･

大陸分裂に関してはすでに多くの著書があるのでここ

1では省略する･一般に地殻の分裂が始まる際には広

麓囲に亘るドｰミングに続いて主要な3方向の深部断裂

の発達によってリフト帯カミ生じる(HERz,1975).そこ

では多数の大規模正断層を伴ったグラｰベン構造による

リフトバレｰカミ形成されるようになる.す狂わち

3方向の断裂帯のうちの一つの方向は大西洋岸に沿う

サンパウロｰリオデジャネイロベルト値の一つはシ

ャクビランガ付近からほぼ南へ伸びるベノレトであり3

番目はNW-SE方向を示す･しかしNW方向はパラナ

玄武岩の最も厚い(多分噴出中心)方向に一致しアルカ

リ岩は見られ狂い.その代りアルカリ岩貫入の時期と

同時期の極めて多数でしかも連続性のよい輝緑岩岩脈

が生じておりNW方向の断裂帯の発達を示唆している.

ブラジルで最も多くのカｰボナタイトを伴いかつ

資源としても重要な鉱床帯を形成するゴイアスｰ西ミナ

スジェライスベルトはサンフランシスコクラトンの

西縁に沿って発達しパラナベｰスンの玄武岩に覆わ

1984年10月号

れるプレカンブリア後期のブラジリアン摺曲帯中に位置

しいずれも古期深部断裂群に支配される(HAsmet.1.,

1975)･このベルトは広域的な重力異常とも一致し

さらにこの地域のダイヤモンド砂鉱床の根源と考えら

れるいくつかのキンバｰライト貫入岩体を伴っている･
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